
県立工業技術センター研究課題評価シート【平成 26 年度】 

［事後評価］ 

№ 

研 究 課 題 名 
研 究 の 概 要 

研 究 の 成 果 
評価結果及び委員コメント 提案機関へのアドバイス 主担当部署 

研 究 期 間 

３ 水素脆性の少ない表

面処理プロセスに関

する研究 

高硬度鋼が水素を吸蔵することによ

って発現する水素脆化について、主と

してめっきした炭素工具鋼薄板の水素

脆化評価方法の確立および電気 Zn め

っきの水素脆化抑制の検討を行った。 
(1) 高硬度鋼薄板の水素脆化挙動を評

価する方法として、低歪速度三点曲

げ試験を提案し、素材鋼板および水

素吸蔵鋼板の破断曲げたわみに及ぼ

す試験歪速度の影響を検討した。 
(2) 電気Znめっきの水素脆化を抑制す

る方法として、下地に無電解 Ni-P め

っきを行う「二層めっき」およびパ

ルス電源を用いた「パルスめっき」

を試みた。いずれの方法においても、

低歪速度三点曲げ試験から算出した

水素脆化感受性および吸蔵水素量は

低減できることが分かった。 
 

【達成】 

・目標に対し十分な成果を達成している。 

・高硬度鋼への亜鉛メッキ処理による水 

素脆性を、比較的簡単な表面処理により

大きく軽減できており、実用化への面か

らも評価できる。 

・今後必要とされる技術である。 

・用途を限定すれば有用であると考えら 

れる。 

 

・実用化する上でコストをきちんと把握 

する必要がある。 

・現状の課題であるコスト、技術の解決 

が必要である。 

・より高度な研究へ発展させてほしい。 

・２層めっき法、パルスめっき法の導入に

よる水素吸蔵量の変化を定量的に評価

するとともに、抑制効果をシミュレーシ

ョンできれば、さらなる最適化が可能と

思われる。 

・Ni-P めっき厚さの最適化も可能ではな

いか。 

・現時点での技術を応用できる用途での 

実用化も検討してもらいたい。 

生産技術部 

平成 25 年度 

（１年間） 
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４ 特性の異なる「たて

糸」の整経技術の開

発 

高付加価値製品として有望視されて

いる表面変化の大きい織物には、特殊

な２本ビーム織機が必要であるが、高

コスト化を招く。また、整経工程にお

ける「たて糸」の張力管理に関しては、

熟練作業者の経験と勘に依存してお

り、たて糸の材質・直径等に対応した

系統的研究は行われていない。本研究

では、たて糸の素材・直径による整経

特性の変化を明らかにし、たて糸に張

力差をつけて整経することで、汎用１

本ビーム織機による表面変化の大きい

織物の製織を検討した。その結果、た

て糸の素材・直径による整経特性（張

力 vs 伸びと降伏・クリープ特性）の変

化を明らかにした。また、たて糸に張

力差をつけたサンプルを製織し、張力

差無しサンプルとのたて糸の変化を確

認した。 
 

【達成】 

・実用化についての検討をもう少し加え 

る必要がある。 

・小ロットでの生産に向いているので、デ

ザイン性の強いものを開発し易くなる

と思う。 

・汎用の１本ビーム織機で、表面変化の大

きい織物の生産が可能であることを明

らかにし、低投資で高付加価値の製品開

発が可能となった点が評価できる。 

・既存の装置を利用した新たな技術であ

り、企業のニーズに合った技術である。 

 

・限られたノウハウ、データをデータベ 

ース化し、うまく利用できるようにする

とよい。 

・実用化を目指してほしい。 

・たて糸の張力管理について、織機その 

ものに張力センサーを設置してコント 

ロールしてはどうか。 

・熟練技術者の匠の技をデジタルデータ 

化してはどうか。 

・この装置にしかできない新たな製品開発

を検討してもらいたい。 

繊維工業技術支援セ

ンター 

平成 25 年度 

（１年間） 

 


